
SEPTEMBER No.505ゝ AE丁 (英語指導助手)

ヽ 性
‐
ヽ 鏃 役 l熙靱

エヴァリー・ローリング

趣味・特技

文章を書くこと、劇の演技、旅行、

エアロビクス、政治学

高森町役場 ■編集/企画観光課

高森町のみなさんこんにちは1私の名前はエヴァリー・ローリングで

す。モンタナ州の出身で、高校 3年生の時モンタナ大学に研修に行き

ました。そのときに英語の夏期講座に来ていた熊本の大学生と出会っ

て友だちになりましたが、私はこの時からいつか日本を訪れようと決

めました。翌年にモンタナ大学に入学し2年生のときに日本語を専攻

しましたが想像以上に難しく大変でした。

その年、マサチューセッツの大学に転校し、 2年半後に国際経済学
と行政政策学の学士を取得して卒業しました。卒業前に、ニューヨー

クの国際連合でレポーターの仕事をして、いろんな国々の方との出会

いが私の心を動かし、異国での文化の体験をしたいと思いました。以

前より私は日本に行きたいという気持ちがあったので、日本語の勉強

をしてようやく今回その夢が実現しました。

私は、肉類は食べませんが魚類は何でも大丈夫で特に寿司は大好き

です。私には弟と妹がいて、弟の身長は2mあ ります。
高森にいる間に生徒や地域に早く溶け込み、日本の文化や歴史など

についても勉強したいと思います。

これから先、高森での生活を楽しみにしています。

みなさんよろしくお願いします。

●   ●

● 高
森
中
学
校
剣
道
部
は
、
中
体
連
の
県
大
会
に
お
い

て
決
勝
戦
で
強
豪
九
州
学
院
中
学
を
破
り
、
二
十
年
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

勢
い
に
乗
る
同
校
剣
道
部
は
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た

九
州
大
会
に
お
い
て
も
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

速
　
報
山
口
県
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
見
事

全
国
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

賓
合
い
が
は
い
っ
て
ま
す

目

上会の子ども手

真夏の名物 「風鎮祭」 (8月 17日 ・ 18日 )に
は、多 くの人たちが夏の夜の楽 しいひ ととき

を求めて、花火や向上会 の若者が演 じる 「に

わか」等 を見物に市街地 に繰 り出しました。

凱
璽
瓢
甑
彊

菫
■
■
■
■
■
■
■

凰
1.水と緑と上の |こおい、いつぱいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。

TEL 09676-2-111l  F,ヽ X()9676-2-117=|

、本誌は再生紙を使用しています。

野の花と風薫る郷から二
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にわかコンクールでは見事「横町向上会」(写真上 )

夏はやっぱり「祭 りの季節」。まちの各地では年

間を通じてたくさんの祭りが開催されます。その一

つひとつに「かたち」と「いわれ」に違いがあるこ

とは素晴らしいことですし、それを残していくこと

は大変なことです。それぞれの祭 りを主催された

方々、裏方でがんばった方々、参加していただいた

皆さん、本当にご苦労様でした。

■
〈
州
仙
鯖
帽
甲
不

（五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
公
営
住
宅
下
町
Ａ
団
地

第

一
期
既
設
住
棟
解
体
撤
去
敷
地
造

成
工
事
　
□
工
期
　
七
月
六
日
～
八

月
二
十
日
　
□
金
額
　
七
百
二
十
九

万
七
千
五
百
円
　
□
請
負
者
　
東
大

建
設

（株
）

■
工
事
名
　
高
森
中
学
校
校
舎
第

一

期
改
築
本
体
工
事
　
□
工
期
　
人
月

六
日
～
平
成
十
四
年
三
月
二
十
日

□
金
額
　
三
億
九
千
五
百
二
十
二
万

円
　
□
請
負
者
　
（株
）
増
永
組

■
工
事
名
　
高
森
中
学
校
校
舎
第

一

期
改
築
電
気
設
備
工
事
　
□
工
期

八
月
七
日
～
平
成
十
四
年
三
月
二
十

日
　
□
金
額
　
三
千
四
百
五
十
四
万

五
千
円
　
□
請
負
者
　
白
鷺
電
気
工

業

（株
）

今
年
も
八
月
十
七
日
か
ら
十
八
日

ま
で
、台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
風
の

害
か
ら
農
作
物
を
守
り
、
豊
作
を
祈

願
す
る
風
鎮
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
別
名

「山
引

き
」
と
も
呼
ば
れ
る
祭
り
で
、
宝
暦

二
年

（
一
七
五
二
年
）
に
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

「祭

り
の
牽
引
車
」
の
五
町
の
向
上
会
に

よ
る
「目
覚
し
」
で
祭
り
の
幕
を
開

け
、
に
わ
か
や
子
ど
も
手
踊
り
、
約

千
人
が
参
加
し
た
町
民
総
踊
り
、
千

発
の
花
火
大
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

■
工
事
名
　
高
森
中
学
校
校
舎
第

一

期
改
築
機
械
設
備
工
事
　
□
工
期

八
月
七
日
～
平
成
十
四
年
三
月
二
十

日
　
□
金
額
　
三
千
三
百
三
十
六
万

九
千
二
百
九
十
九
円
　
□
請
負
者

（株
）
九
電
工
南
阿
蘇
営
業
所

■
工
事
名
　
御
矢
村
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
　
□
工
期
　
八
月
六
日
～
十

月
三
十
日
　
□
金
額
　
六
百
四
十
二

万
六
千
円
　
□
請
負
者
　
（株
）
藤

本
組

お
詫
び
と
訂
正

８
月
号
の
「赤
ち
ゃ
ん
た
ん
じ
ょ

う
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
　
甲
斐
悠
仁
ち
ゃ
ん

（誤
　
甲
斐
悠
人
ち
ゃ
ん
）

正
　
古
閑
理
椰
ち
ゃ
ん

（誤
　
古
賀
理
椰
ち
ゃ
ん
）

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

法
律
相
談

（無
料
）
　

　

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

９
月
９
日

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

９
月
１５
日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｍ
Ｏ
‐
２
０
３
０

９
月
１６
日

立

野

病

院

旧
③
‐
０
１
１
１

９
月
２３
日

立

野

病

院

Ｔｅ１
０
‐
０
１
１
１

９
月
２４
Ｈ

平

田

医

院

Ｔｅｌ
②
‐
０
２
１
６

９
月
３０
日

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
０
６
４
６

１０
月
７
日

立

野

病

院

Ｔёｌ
③
‐
０
１
１
１

１０
月
８
日

中

村

医

院

旧
⑦
‐
２
３
３
３

１０
月
１４
日

藤

本

医

院

ｕ
⑦
‐
ｏ
ｏ
２
ｏ

クノゴノ

鷹

鎮
●  ●

●  ●

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
と
　
き

九
月
二
十
九
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
八
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
九
月
二
十
日
（木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
九
月
二
十

一
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区
に
つ
い
て

は
、
十
月
に
な
り
ま
す
が
日
程
等

は
未
定
で
す
。

(2)(17)  今度の1温泉館休館日 9月 19日 (第 3水曜日)/10月 17日 (第 3水曜日)

ん
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や
コち急

憲
た

おめでた ・ おくやみ
2001.7月 受付分    敬称略

興椙  由 ちゃん
(日召禾日)   6.24生

野尻 敦哉ちゃん
(社倉) 6.26生
土井 陽仁ちゃん
(旭通) 6.28生
太田 楓真ちゃん
(旭通) 6.30生
渡辺 満織ちゃん
(昭和 )ぁ ゅ7.14生

林  綺夢ちゃん
(下町) 7.18生
小倉 彩夏ちゃん
(横町) 7.24生

楢木野

(北垣 )

野 口

(′」、山′烏)

山 下

(村上 )

児 玉

(栗焼 )

た±ユ

寿 都

竜 治
真由美

永 浩
美 香

幸之助
裕 美

女

男

男

男

女

女

女

幸

子

　

り

宏
恵

　

佳

俊

理

英

恵

幸

子

仁
　
　
　
　
彰

信
朝

　

ゆ
　
一
誉

　

夕

英
留

博

弘

政
幸

父
母

父

母

父
母

父
母

父

母

父
母

父

母

／

１

ヽ

／

１

ヽ

、

／

１

ヽ

、

／

１

１

、

上色見・西中原
下益城郡城南町

高 森・村 山
福 岡市博 多区

阿  蘇
上色見・前

7.  6

7.  7

7. 9
町

原

村

上
中 。今
野 尻・井

獅
妻
妻
妻
弟
鏃

族

孝

重

巌

力

子

秋

武

正

ル

典

菫退
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

方

田

村

藤

山

御

安

篠

大

後

堀

所

園

和

倉

住

中

昭

社

7.23

隕

森

洗 川

死 亡 者 年齢

安方富士子 37
篠田イクエ 75

大村 正子 77
阿部 末次 65
堀山ハルカ 96

安方

人口の動き

善 責 の 灯
あ りがこうございました

(敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し> 川口慈教 後藤テルカ
秋孝 篠田武重 大村正巖
<一般寄付> 野尻昭生
■広報送料寄付

後藤幸信 (福岡県中間市 )

松本きみ代 (大阪市住之江区)

山口巳和子 (山梨県甲府市 )

す え な が <
お 幸 せ に

お くや み
も う しあ げ ます

世帯数 617(
730 (

020 (

75()(

＋

＋

十

十

(7月 末日現在 )

総 数

男

女

機難‐、̀

り||||||||||||||||||||||||||
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琥
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伝統の|「風鎮太鼓」の技露
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法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
ま
で
、
登
記
所
へ
行
か
な
け
れ

ば
閲
覧
で
き
な
か

っ
た
不
動
産
登

記

・商
業
登
記
の
登
記
簿
が
、
自
宅

や
会
社
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
登
記
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
情
報

不
動
産
登
記

（土
地

・
建
物
）

■
利
用
時
間

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

■
利
用
料
金

九
八
〇
円
（不
動
産
の
所
有
者
事

項
に
つ
い
て
は
四
七
〇
円
）

■
休
業
日

①
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

②

一
月
二
日
及
び
三
日
並
び
に
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

の
間
■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局

総
務
課

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

６

４

・

２

１

４

６

（熊
本
地
方
法
務
局

登
記
部
門
、
支
局
及
び

出
張
所
の
窓
口
に
利
用

申
込
書
を
置
い
て
い
ま

す
。）

′
／
θL

森
林
国
営
保
険
加
入
の
ご
案
内

今
年
も
台
風
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
大
切
な
財
産
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
、森
林
国
営

保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
保
険
は
林
野
庁
を
保
険
者

と
し
て
、
水
害

・
風
害

・
干
害

・
凍

害
な
ど
の
気
象
災
や
火
災
に
よ
る

損
失
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
、
不

測
の
災
害
に
備
え
ま
し
よ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
６
２

・
３
２
９
１

又
は
最
寄
り
の
森
林
組
合
の
窓
口

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

九
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

…
“` ,

利用申込先

(財 )民事法務協会登記情報提供センター

ホームページ http://�Ⅳ.tOuki.or.jp/

計量器定期検査のお知らせ

計量法第19条の規定により「取引」または「証

明」に使用する「はかり」の定期検査が、熊本

県計量検定所により行われますのでお知らせし

ます。

検査月日

9月 12日 (水 )
10時 30分～ 12時 草部基幹集落センター
13時 30分～ 15時 朋遊館
9月 13日 (木 )
10時～15時 高森町林業総合センター

(検査当日受検できない方は下記にお問い合わせ

ください。)

持参品

計量器・印鑑 。手数料 (1台あたり250円～
1,500円 )

■お問い合わせ

企画観光課商工観光係 TEL 2-1111(内 線 213)

熊本県計量検定所 TEL 096-369-2151

■
月
　
児
童
虐
待
と
子
ど
も
に
与

え
る
影
響

■
火
　
児
童
虐
待
と
親
の
抱
え
る

問
題

■
水
　
ひ
ざ
に
水
が
た
ま
っ
た
ら

■
木
　
矯
正
歯
科
治
療
と
抜
歯

■
金
　
突
発
性
難
聴

■
土
ｏ日
　
望
ま
ぬ
妊
娠
を
し
た
ら

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

ｏ

３

３

０

０

●   ●

●)●

今年の造 り物コンクール特選に輝いた「おふくろさん」旭通下組

風鎮祭のメインは造り物 (山 ).祭の造り物は他の町にもありますが、こ

の祭では材料を加 [1・ 着色してはならず、解体した時に元のとおりに使え
ることが条件です。今年は17来の力作が町内各所に展示されました。

頸■■■摩‐7

【フロンガスの回収が

法律で義務づけられました。】

私たちの暮らしを快適なものにしている冷蔵庫やエアコンなど

にはフロンガスが使われていますが、このフロンガスを大気中に

放出すると有害な紫外線から私たちを守っている大切なオゾン層

が破壊されてしまいます。

今年の 4月 から家電リサイクル法が施行され、冷蔵庫やエアコ

ンなどを棄てるときには費用負担が義務づけられました。この費

用の中にはフロンガスの回収破壊費用が含まれています。また、

業務用の冷凍空調機器、カーエアコンからフロンガスの回収を義

務づけたフロン回収破壊法も6月 に成立しました。

消費者としては耳の痛い話ですが、オゾン層の破壊をくい止め

るには、私たちがフロンの適正な処理、費用負担を行うことが不

可欠です。

■お問い合わせ 熊本県フロン回収・処理実施協議会

熊本県環境保全課

TEL 096-383-1111(内線 7337)

tヂくたちは土也』ボt

=i「
るため
`= ~フロン1回収じてるんf島

みんなも協力Kね.

(3)
役場の支払日 9/17(月 )9/25(火)10/5(金)10/15(月 )時間10時から15時まで

(16)
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職
会
一
各
地
城
．で
臨
一朦
議
器
り

今
年
も
町
内
の
各
地
域
で
納
涼
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
食
べ

物
バ
ザ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
ら

し
た
催
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

上
色
Ｑ
確
Ｅ
蔑
祭
り

八
月
十
三
日
、
上
色
見
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
神

楽
や
老
人
会
の
踊
り
の
披
露
、
ま

た
地
元
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
マ

ジ

ツ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し

で
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

な
日
才
Ａ
と

緒
ｃ
栄
養
摯
官

高
森
小
学
校
の
四

・
五
年
生
十

四
名
と
、
お
母
さ
ん
合
同
の
栄
養
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
小
給
食
共
同
調
理
場
栄
養
士

古
閑
優
樹
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
栄

養
の
と
り
具
合
が
わ
か
る
「食
品
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
」
に
、
今
朝
食
べ
た
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
を
当
て
は
め
て
、
栄
養
が

う
ま
く
と
れ
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し

た
。栄
養
教
室
の
後
に
は
、
食
生
活

改
善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
手

伝

い
で
、
う
ど
ん
を
自
分
た
ち
の

手
で
打
ち
、
バ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る

昼
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「栄
養
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ
て
、

と
て
も
楽
し
か

っ
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

お
ガ
ク
リ
つ
〓
２
夕
２

河
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

周
辺
で
開
催
さ
れ
た

「
お
か
え
り

フ
エ
ス
タ
」
は
、
お
盆
に
帰
省
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
河
原
校
区
の
若
者
た
ち
が
企
画

し
て
い
る
も
の
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
人
た
ち

は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
た
り
、
旧
友
と
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
は
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
お
盆
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

標
高
つ
０
０
日
０
納
疎

朋
遊
館
で
開
催
さ
れ
た

「標
高

７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
納
涼
祭
」
で

は
、
そ
う
め
ん
流
し
や
く
わ
が
た

。

カ
ブ
ト
ム
シ
の
バ
ザ
ー
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
地
元
バ
ン
ド
（
ロ
ア
リ
ン

グ
サ
ウ
ン
ズ
）
の
演
奏
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
回
は
不
用
品
を
持
ち

寄
っ
て
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
大
好

評
の
う
ち
に
納
涼
祭
を
終
え
ま
し

た
。

●   ●

●  ●

POETRyPAGE

肥

後

狂

句

民
営
化
　
上
日
の
成
も
崩
枚
落
ち

た

っ
た

一
べ
ん
　
出
合
サ
イ
ト
に
つ
ま
づ

い
て

夏
分
ら
ず
　
ホ
テ
ル
は
字
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

メ
ル
友
が
　
出
会
わ
ん
内
が
花
だ

っ
た

夏
郷
ら
ず
　
藤
初
に
や
良
え

ハ
ン
モ
ン
ク

民
営
化
　
勇
退
の
踏
ん
勿
う
も

つ
き

夏
郷
ら
ず
　
■
は
阿
蘇
か
ら
出
た
が
ら
ん

民
営
化
　
天
下
り

に
は
狭
き
門

ち

ょ
っ
と
奥
様
　
女
の
敲
は
女
で
す

夏
郷
ら
ず
　
西
瓜
も
足
も
今
や
し
と
る

割
枚
日
か
ら
　
八
跡
は
二
十
年
前

ち

ょ
っ
と
奥
様
　
内
示
の
内
示
で
す
け
薇
ど

文
月
　
　
（阿
蘇
御
神
大
会
）

ヒ
ト

　

　

　

　

　

　

「
ノ

刊
”
　

　

　

´
ロ

目
を
表
う
熱
逐
う
声
の
荒
く
な
り

夏
帽
子
白
髪
か
く
薇
て
若
く
几
え

廃
校
の
古
池
ア
メ
ン
ボ
だ
け
の
も
の

空
蝉
の
し

っ
か
り

つ
か
む
木
の
は

っ
葉

故
郷
を
去
り
行
く
野
辺
の
月
几
革

身
を
す
く
め
ひ
た
す
ら
叶
え
る
は
た
た
神

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
野
尻
あ
け
び
句
会
）

佐
藤
　
重
信

堀
口
　
蘇
仙

馬
源
　
馬
笑

後
藤
　
信
子

沐

口
　

一
声

浦
塚
　
南
天

日
本
　
琴
司

口
上
黙
公
子

林
　
　
不
恙

桐
原
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海

松
野
　
笑
声

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

野
尻
　
美
穂

７
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

０
・
②́

で

こ
の
辺
は
ロ

ａ
一ら
れ
て
い
ゎ

ヽ

菫

‐`́′
ざヽ

ハ

ろ

二」トー銀|ロイ彰副爾C城難霧―‐..
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バイキングの昼食
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圏

学生によるバンド演奏

修
最もヽ



崚
（絋
問
わ
れ
る
飼
い
主
の
責
任

０

１

は
、
不
妊

・去
勢
の
処
置
な
ど
も
飼

い
主
の
務
め
で
す
。

，●（Ｕ

罰
則
も
あ
る
動
物
虐
待

●

１

「世
話
が
た
い
へ
ん
」
「か
わ
い
く

な
く
な

っ
た
か
ら
」
と
安
易
に
動
物

を
捨
て
る
身
勝
手
な
飼
い
主
も
、
依

然
と
し
て
い
ま
す
。
大
や
猫
に
限
ら

ず
、捨
て
ら
れ
た
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
が
公

園
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
は
動
物
の
殺
傷
な
ど

の
虐
待
事
件
も
増
え

つ
つ
あ
り
、
社

☆
定
額
保
険
料

月
額

一
万
三
千
三
百
円

☆
付
加
保
険
料

月
額
四
百
酎

（第

一
号
被
保
険
者
で
希
望
す

る
人
が
納
め
ら
れ
ま
す
。）

●●

福
祉
手
作
り
民
芸
品
販
売
所
が
オ
ー
プ

ン

高
森
温
泉
館
屋
外
販
売
所

高
森
福
祉
手
作

り
民
芸
品

「福
美

会
」
で
は
、
高
森
温

泉
館
屋
外
販
売
所

に
、
手
作
り
民
芸

品

の
販

売

所

を

オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
町
内

在
住
の
高
齢
者

・

身
体
障
害
者
並
び

に
趣
味
を
お
持
ち

の
方
の
作
品
の
発

表
・展
示
・販
売
の

場
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
も
の
で

す
。手
作
り
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

温
泉
館
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
で
は
趣
味
や
技
能
を
活
か
し
手

工
芸
品
等
を
製
作
で
き
る
方
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
週
水
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
ＴＥＬ
２
・２
１
５
８
　
又
は

福
美
会
津
留
義
元
ＴＥＬ
０
９
０
。
９
４
８
７
・
３
０
８
０

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ

ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
都
市

部
や
集
合
住
宅
と

い
っ
た
環
境
の

中
、
飼
い
主
の
知
識
不
足
や
無
責
任

な
飼
育
に
よ
っ
て
問
題
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

動
物
の
え
さ
の
世
話
や
健
康
管
理

は
も
ち
ろ
ん
、
大
の
け
い
留
、
む
だ

吠
え
に
対
す
る
し
つ
け
、
猫
の
ト
イ

レ
の
し
つ
け
、
ふ
ん
尿

・抜
け
毛
の

始
末
、
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合

筆部吉見神社夏祭り 高森回続神社夏祭り
動物愛護週間 9月 20日 ～ 26日

鍵
盤
龍
命
が
九
州
を
平
定
し
て

阿
蘇
の
地
を
風
雪
の
害
か
ら
防
ご

う
と
、
穀
菜
の
豊
穣
を
析
願
し
た
の

が
始
ま
り
と
言

い
伝
え
ら
れ
る
祭

ｈリノ。今
年
も
「御
唄
」
に
合
わ
せ
て
、御

輿
や
御
神
馬
が
練
り
歩
き
、
御
輿
に

家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
す
る
た
く

さ
ん
の
人
が
み
こ
し
を
く
ぐ
り
、
勇

壮
な
飾
り
馬
の
「馬
飛
ば
せ
」
も
あ

り
ま
し
た
。

下
り
官
で
有
名
な
吉
見
神
社
は
神

武
天
皇
の
第

一
皇
子
日
子
八
井
の
命

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
七
百
年
に

も
及
ぶ
杉
の
本
に
囲
ま
れ
た
神
社
で

す
。
同
神
社
の
夏
祭
り
は
、
毎
年
七

月
二
十

一
日
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

午
前
中
に
神
事
、
午
後
か
ら
は
大
小

二
基
の
み
こ
し
と
子
ど
も
な
こ
し
が

階
段
を
上

っ
て
浜
床
ま
で
練
り
歩

き
、神
楽
の
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
楽
披
露
の
途
中
か
ら
激
し
い
雷

雨
に
見
舞
わ
れ
、
今
年
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
た

「子
ど
も
泣
き
相
撲
」
が

で
き
な
か
つ
た
の
が
残
念
で
す
が
、

次
回
の
お
楽
し
み
と
し
ま
し
よ
う
。

犬
や
猫
な
ど
の
小
動
物
は
、
人
間
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
騒

音
や
悪
臭
な
ど
ペ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も

絶
え
ま
せ
ん
。
安
易
に
動
物
を
捨
て
た
り
、
虐

待
し
た
り
す
る
事
件
も
増
え
て
い
ま
す
。
飼

い

主
に
は
、
命
あ
る
動
物
の

一
生
の
面
倒
を
み
る

と
い
う
強

い
自
覚
と
責
任
感
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

′
2か

会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
、昨
年

十
二
月
に
新
た
に
施
行
さ
れ
た
「動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
動
物
の
殺
傷
な
ど
の
虐

待
・遺
棄
な
ど
に
対
す
る
罰
則
が
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
だ
り
に
愛
護

動
物
を
殺
傷
し
た
者
は
「
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
」
、

虐
待

・遺
棄
し
た
も
の
は

「
三
十
万

円
以
下
の
罰
金
」
な
ど
と
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

暴
亀
了
飼
育
の
配
慮
と
心
が
ま
た

法
律
は
動
物
愛
護
と
ペ
ッ
ト
の
飼

育
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
規

定
し
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
動
物
の

健
康
を
守
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

な
い
し
つ
け
と
配
慮
を
欠
か
さ
な
い

こ
と
。
さ
ら
に
、
動
物
に
よ
る
感
染

症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

名
札
や
標
識
に
よ
っ
て
動
物
の
所
有

者
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

動
物
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
命

を
預
か
る
と
い
う
こ
と
。
飼
育
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
手
間
や
ト
ラ
ブ
ル
、

経
済
的
な
負
担
や
住
環
境
も
見
据
え

た
上
で
、
あ
な
た
の
新
し
い
家
族
―

ペ
ッ
ト
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う

И
フ、ヽ主

′

れ

う

●   ●

こし     1‐

国
民
年
金
保
険
料
は
、
二
十
才
か

ら
六
十
オ
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間

納
め
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
こ
の
間
最
低
二
十
五

年
以
上
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、

将
来
の
年
金
を
確
実
に
す
る
た
め
ば

か
り
で
な
く
、
現
在
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
々
の
年
金
の
財
源
と
し

て
大
切
な
も
の
で
す
。

お
す
す
め
し
ま
す

～
口
座
振
替
～

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
納
め
忘
れ
が
な
く
と
て
も
便

利
で
す
。

■
お
申
し
込
み
は

申
込
用
紙
は
、
高
森
町
役
場
及
び

各
出
張
所
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、①
預
金
通

帳
、
②
通
帳
印
、
③
納
付
書
を
お
持

ち
に
な

っ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

■
お
問

い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１
（内
線
１
３
２
）

(14)

雨 F

θ一

もっと感動、空はフロンティア

空の日 (9月 20日 )

空の旬間 (9月 20日～30日 )
「くにまるくん」

(5)

ベットはあなたの家族です。
愛情も、しつけも欠かせません。

・́
  .
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一
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ヴ
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ｈ
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自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

と
は
環
境
に
配
慮
し
た
税
制
で
、
排

出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
、
年
式

に
応
じ
て
自
動
車
税
を
軽
く
し
た

り
重
く
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

平
成
十
四
年
度
の
自
動
車
税

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

●
自
動
車
税
が
軽
く
な
る
車

（約

五
十
％
～
十
三
％
減
額
さ
れ
ま
す
）

平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
平

成
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に

購
入
さ
れ
る
排
出
ガ
ス
性
能
及
び

燃
費
性
能
の
よ
い
新
車
は
、
登
録

の
翌
年
度
か
ら
２
年
間
、
排
出
ガ

ス
性
能
に
応
じ
て
自
動
車
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

●
自
動
車
税
が
重
く
な
る
車

（十

％
増
額
さ
れ
ま
す
）

新
車
登
録
か
ら
十

一
年
を
過
ぎ
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
新
車
登
録
時
か
ら

十
三
年
を
過
ぎ
た
ガ
ソ
リ
ン
車

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

熊
本
市
東
町
四
‐
十
四
‐
三
十
七

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

６

８

・

４

０

２

０

税
務
署
に
お
い
て
申
告
所
得
税
・

法
人
税
等
に
係
る
所
得
金
額
・納
付

税
額
等
の
証
明
書

（納
税
証
明
書
）

を
請
求
す
る
際
に
は
手
数
料
の
金

額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
来
署
さ
れ
る
前

に
手
数
料
相
当
額
の
収
入
印
紙
を

ご
用
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、手
数
料
の
計
算
方
法
等
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
阿
蘇
税
務
署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・

２

２

・

０

５

５

１

「
こ
の
と
き
君
が
輝
き
風
に
な
る
」
を
大
会
ス
回
―
ガ
ン
に
、
平

成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
ひ
の
く
に
新
世
紀

総
体
」
が
八
月

一
日
開
幕
。
八
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
県
内
四
十

市
町
村
で
二
十
八
競
技
が
行
わ
れ
、
高
校
生
の
熱

い
戦

い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
で
も
登
山
大
会
は
、
八
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
、
根
子

岳

・
高
岳

・
南
外
輪
山
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
全
て
の
高
校

生
が
何
ら
か
の
形
で
大
会
を
支
援

し
、手
づ
く
り
の
心
の
こ
も

っ
た
大

会
と
す
る
た
め
に
、
「高
校
生

一
人

一
役
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
高
森
高
校
で
は
、
大
会
前

に
全
生
徒
に
よ
り
手
づ
く
り
記
念
品

の
切
り
絵

「根
子
岳
の
四
季
」
を

一

人
三
枚
以
上
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
期
間
中
も
早
朝
三
時

か
ら
四
時
頃
に
起
床
し
て
活
動
す
る

選
手
た
ち
の
、飲
み
物
の
準
備
を
し

た
り
、
記
録
広
報
と
し
て
取
材
を
し

た
り
と
、
い
ろ
ん
な
形
で
ひ
の
く
に

新
世
紀
総
体
を
支
え
た
高
校
生
の
み

な
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

上 ノ

」

●  ●

●  ●

栄普士のいただきます
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ビフリオ・ バルニフィカスによる

健康被害の予防について

(特に肝障害等のある方へ)

各社新聞紙上にて八代郡内でほぼ同時期に3例の健康被害が

発生し、うち 1人が死亡し2人が重症であることが報道されま

した。

この菌の特徴として、通常健康な人では下痢や腹痛を起こす

こともありますが、重症になることはありません。しかし、肝

硬変などの肝障害、貧血の治療で鉄分を服用されている人及び

免疫力が著しく低下している人は感染しやすく、病状も重く最

悪の場合は生命を脅かすことがあります。

感染は、主にこの菌に汚染された魚介類を生で食べることで

起こりますが、海水中の菌が皮膚の傷日から侵入して感染する

こともあります。

☆ビブリオ・バルニフィカスとは ?

この菌は、海水中に広く生息しています。夏場の海水温が高

い時期に繁殖 し、この菌に汚染された魚介類の生食や、あるい

は海水中の菌が皮膚の創傷から侵入して人に感染します。

☆症状は ?

下痢や腹痛を起こすこともありますが、肝硬変などの肝疾患

のある人や、貧血の治療で鉄剤を内服している人では、数時間

から2日 間の潜伏期を経て、発熱、皮膚の痛み、腫れ、発赤な

どの症状で発症します。治療が遅れると感染が全身に広がり生

命を脅かすことになります。

(13)

<予防のポイント>
①魚介類の生食は控えること。

②貝掘などで持ち帰った魚介類は、十分に

加熱すること。

③調理器具 (特にまな板、包丁)等をよく

洗い二次汚染されないようにすること。

④調理したらすぐに食べること。

⑤皮膚に傷があるときは、温かい海水が傷

に付着しないようにすること。

頑
張
り
ま
し
た

「
一
人

一
役
運
動
」

(6)

孝づ CC‐ 1_‐籠やつ

～ レーズンAι」田ごま
きなこのボー′Lトーナツ ー

□材料
。小麦粉 ・̈200g
・黒ごま…大さじ5
・きなこ…大さじ5
・三温糖…大さじ3
・塩…小さじ半分
・レーズン・・・45g
・牛乳… 200cc
・揚げ油…適宜

A

・タンサン…小さじ半分  ・卵… 2個
□作り方

①卵はボウルに割り溶いておく。レーズンは、小

さく刻む。②ボウルにAの材料を全部入れ、混ぜ

合わせ卵、レーズン、牛乳を入れて混ぜる。③②
をスプーンですくい油で揚げる。

食生活改善推進委員

甲斐かつよさん (野尻地区)の作品

蘇
陽
町

・
高
森
町

◆
白
水
村

・
久
本
野
村

一
長
陽
村
統

一
広
報

真
夏
の
阿
蘇
を
舞
台
に

一二

納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ

．る
皆
さ
ま

へ

・
　

・

、″

１
，
スン

、
　

一
ウナぞ

１
織
鍮



1ド運iム鰈礼
最
初
に
聞
い
た
感
動
が
大
切

「読
み
聞
か
せ
」

②

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
風
鎮
祭

が
過
ぎ
て
か
ら
、
め
っ
き
り
と
涼
し

く
な
り
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
ね
。

さ
て
、
今
回
は
、
読
み
聞
か
せ
特

集
第
二
段
と
し
て
読
み
聞
か
せ
の
こ

つ
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。読
み
聞
か
せ
の
仕
方
に
特
別
な

ル
ー
ル
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
こ
と
は
そ
れ
が

「楽
し
い
時

間
」
に
な
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

で
す
。
幼
児
が
は
じ
め
て
そ
の
絵

本
に
接
す
る
場
合
、
お
し
ゃ
べ
り

は
比
較
的
少
な
い
の
で
す
が
、
二

こ
の
大
会
は
、
全
国
各
都
道
府
県

の
代
表
男
子
チ
ー
ム
（Ａ
隊
）
、
同
じ

く
女
子
チ
ー
ム

（Ｂ
隊
）
と
、
男
子

で
Ａ
隊
と
は
別
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

選
ば
れ
た
男
子
チ
ー
ム

（Ｃ
隊
）
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
ご
と
に

行
動
を
共
に
し
な
が
ら
、
各
パ
ー

テ
ィ
ー
を
四
日
間
に
わ
た
つ
て
評
価

し
ま
す
。

回
目
三
回
目
に
な
る
と
お
し
や
べ

り
や
質
問
が
多
く
な
り
ま
す
。

二
回
目
や
三
回
目
は
無
理
や
り

与
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

「ま
た
読
ん
で
」
と
そ
の
絵
本
を
自

分
で
持

つ
て
き
た
と
き
に
成
り
立

つ
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
面
倒
く

さ
が
ら
ず
に
同
じ
よ
う
に

「楽
し

い
時
間
」
を
作

っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
そ
こ
か
ら
絵
本
の
大
好
き

な
子
ど
も
が
出
現
す
る
の
で
す
。

こ
う
し
て

一
冊
の
本
を
何
度
も

読
ん
で
あ
げ
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

読

み
方
は
上
手

で
な
く

て
も

「遊
び
心
」
さ
え
あ
れ
ば
お
子
さ
ん

は
き

っ
と
満
足
し
ま
す
。
繰
り
返

し
て
読
む
間
に
自
然
に
親
子
の
会

話
が
弾
み
ま
す
か
ら
、
そ
う

い
う

読
み
聞
か
せ
の
積
み
重
ね
が
本
当

の
意
味
の
「親
子
の
触
れ
合
い
」
に

な
る
の
で
す
。
こ
う

い
っ
た
自
然

な
形
の
中
で
心
情
が
深
ま
る
状
態

を

「親
子
が
育

つ
」
と
言

っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
し
み
じ
み
系
」
の
絵
本

は
幼
児
の
思
い
や
り
の
心
や
優
し

い
心
を
育
て
る
絵
本
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
う

い
う
内
容
の
絵
本
を

読
む
と
き
に
、
あ
ち
こ
ち
で
つ
つ

か
か

っ
て
い
て
は
う
ま
く
伝
わ
ら

ず
感
動
も
半
減
し
ま
す
の
で
、
事

前
に
読
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

登
山
大
会
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
競
う
の
？

Λ
ぼ

く
は
　
い
じ
め
な
い
　
い
じ
め
ら
れ
な
い

ｖ

（昨
年
の
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

本
町
出
身
の

瀬
丼
貴
典
君

（高
森
中
出
身
）

も
出
場
し
ま
し
た
。　
比

熊
本
北
高
校
二
年
生

′ま

山
岳
ス
キ
ー
部
所
属

・―閉会式終了後にインタビュ

国
民
体
育
大
会

（通
称
「国
体
」
）

に
も
同
じ
よ
う
に
登
山
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
は

「山
岳
競
技
」
と

い
い
、
決
め
ら
れ
た
地
点
か
ら
地

点
ま
で
を
い
か
に
速
く
歩
き
、
ま

た
、
登
る
か
と
い
う
山
岳

マ
ラ
ソ

ン
的
な
競
技
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
高
校
総
体
の
登
山
は
速
さ
を

競
う
も
の
で
は
な
く
、
登
山
隊
を

編
成
し
て
か
ら
解
散
す
る
ま
で
の

四
日
間
を
通
し
て
、
「高
校
生
と
し

て
登
山
技
術
・体
力
・知
識
が
ど
れ

ほ
ど
身
に
付
い
て
い
る
か
」
と
い

う
観
点
で
総
合
的
に
審
査
さ
れ
た

結
果
、
優
秀
な
学
校
が
表
彰
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
「
し
み
じ
み
系
」
で
は
、
最

初
に
聞
い
た
と
き
の
感
動
が
非
常
に

大
切
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う

意
味
で
も
ゆ
っ
た
り
と
余
裕
を
持
っ

て
読
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
最
初
の
読
み
聞
か
せ
に
成
功

す
れ
ば
そ
の
絵
本
が

一
生
の
宝
物
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
読

み
聞

か
せ

の
時

間
」

を

「と

っ
て
お
き
の
親
子
の
時
間
」
に

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
い
わ
ば
テ
ス
ト
の
よ
う
な

も
の
で
、他
校
と
の
競
争
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
テ
ィ
が
日
頃
培

っ

た
実
力
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「登

山
競
技
」
と
言
わ
ず
、
「登
山
大
会
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

審
査
は
、
行
動

（体
力

・歩
行
）
四

十
点
、
生
活

（装
備

・
設
営
撤
収

・炊

事
）
二
十
五
点
、
知
識

（気
象

・
白

然
観
察

・
計
画
記
録

・
救
急
）
三
十

点
、
態
度
（パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ッ
プ
・
マ

ナ
ー
）
五
点
の
配
点
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
で
評
価
さ
れ
る
と
い
っ
た
、

他
の
競
技
に
は
な
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

《
ま
ず
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。》

●   ●

●  ●

人
　
権

私
達
は
普
段
、
「女
性
は
家
事
や

育
児
を
し
て
家
を
守
る
べ
き
」
だ
と

か
、
「
子
ど
も
が
小
さ
い
時
は
、
母
親

は
家
に
い
る
べ
き
」
と
い
う
固
定
的

な
考
え
方
を
他
人
に
押
し
付
け
て
、

女
性
の
「
社
会
に
出
て
働
き
た
い
、

活
動
し
た
い
」
と
い
う
願
い
と
、
そ

の
機
会
を
奪

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

人
に
は

一
人
ひ
と
り
異
な
る
夢
や

希
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
分

の
希
望
や
努
力
と
全
く
関
係
の
な

い
、
「女
性
だ
か
ら

・
…
」
「
男
性
だ

か
ら

・
…
」
「高
齢
者
だ
か
ら

・
…
」

「障
害
者
だ
か
ら

・
…

」
あ
る
い
は

「
生
ま

れ
た
地
域

が
○
○
だ

か

ら

・
…
」
と
い
う
理
由
で
可
能
性
が

閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

つ
た
ら
、
誰
も
が

憤
り
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
、
人
や
集
団
を
イ
メ
ー

ジ
で
十
把

一
絡
げ
に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
希
望
や
価
値

観
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
人
の
生
き
方
が
尊
重
さ

れ
、
平
等
に
自
分
の
希
望
を
実
現
す

る
チ
ャ
ン
ス
を
持
て
る
社
会
に
し
た

い
で
す
ね
。

現
代
は
家
族
の
形
態
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
個
人
の
考
え
方
も
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
両
親
が
揃

っ
て
い
る
の
が
「普
通

の
家
族
」
で
、
そ
の
他
の
家
族
形
態

は
何
か
特
別
な
、
普
通
で
な
い
よ
う

な
印
象
を
持

っ
て
し
ま
う
の
は
お
か

し
な
こ
と
で
す
。

「か
わ
い
そ
う
に
」
と
い
う
気
持

ち
に
、
「
自
分
は
そ
う
で
な
く
て
よ

か

っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
が
含
ま
れ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
家

族
や
親
し
い
人
が
差
別
さ
れ
た
り
、

い
じ
め
に
あ

つ
た
時
「
か
わ
い
そ
う

に
」
と
い
う
気
持
ち
で
は
す
ま
な
い

は
ず
で
す
。

生
き
方
は
多
様
化
し
、
家
族
に
も

様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
持

つ

様
々
な
個
性
や
素
質
、
立
場
や
生
き

方
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
お
互
い

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
常

に
持

つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

とても楽し<参加できました した後に自分が登った山を見上げるのもまた格別な

ものです。また、気象情報や自然観察・救急処置など

も身につくのでとても自分のためになっていると思

います。

Q日頃の練習メニューは ?
A20kg以上のザックを背負って階段の上り下 りをした

り、ランエングをしたり、学校近 くの立田山に登った

りといろんな練習をしています。

Q将来の夢は ?
A山登りに関しては今は競技でしかできませんが、将来
は自分がヨボヨボになるまで楽しみたいと思います。

Q最後に、高森のみなさんにひとことお願いします。
A高 森にはシンボルの根子岳という山があります。健
康のために皆さんの身近なところにある根子岳に

登ってみてはいかがですか。山頂から自分の住んで

いる町を見ると気持ちいいですよ。

Q大会を終えて今の気持ちはいかがですか ?

A地元高森での大会でしたので、できるだけ上位でと
思ったのですが、知識の審査があまりよくありません

でした。でも、とても楽しく参加できました。

Q山岳スキー部に入ってどうですか ?

A冬場はスキーで山登りをします。登山競技は山頂にた
どり着いた時には何とも言えない気持ちですが、下山

(12)(7)

大会 結 果

■団体男子 (A隊 )
優 勝 広島学院高校 (広島県 )
第 2位 防府高校 (山 口県 )
第 3位 大曲高校 (秋田県 )
第 3位  ラ・サール高校 (鹿児島県 )
第 13位 熊本北高校
■団体女子 (B隊 )
優 勝 防府高校 (山 口県)
第 2位 富士宮西高校 (静岡県 )
第 3位 大曲高校 (秋田県 )
第 3位  長崎北陽台高校 (長崎県 )
第25位 熊本北高校
■種 目男子縦走 (C隊 )

熊本高校

下館工業高校 (茨城県 )

富士宮西高校 (静岡県 )

安曇川高校 (滋賀県 )

優 勝
第 2位
第 3位
第 3位

″

酸
群
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■
扁
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一〓

ヽ

「
．　
一
ひ
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饉

大会が終ってホッと一息の瀬井君でしたが、

これからも頑張ってもらいたいと思います。



このたび、JAの指定場所において、使用済み

農薬容器の回収 を行いますので、ルールを

守って回収にご協力ください。

使
用
済
み
の
農
薬
容
器

の
不
法
焼
却

（野
焼
き
）
ｏ

不
法
投
棄
は
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ハ

０

「

′
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口
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ヽ
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空容器 に

水を約 1/4

入れる。

【回収方法】
1.今回の回収は農薬用プラボ トル・

アルミ袋・紙袋のみです。

2.プラボ トルとアルミ袋・紙袋は分
別してください。

3.容器の中はカラにして、プラボ ト

ルは洗浄、アルミ袋。紙袋は残量物

の確認ができるよう切ってお持ちく

ださい。

4.プラボ トルは下向きに入れてくだ

さい。

5.空容器のキャップは必ずはずして

ください。

6.JAの指定の袋に入れてお持ちくだ

さい。

※回収袋は最寄りのJAにて、1枚当

たり100円 (回収・処理料金等込
み)で販売されます。

フ.回収袋に住所・氏名・電話番号を

お書きください。

―
↓
▼

※
散
布
器
具
の
洗
浄
水
は
、
河
川

・
用
水
路

・
下
水
な
ど
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。 ,ヽ

キャップ

をしてよ

く振る。

↓
洗浄水 は

タ ンクの

中へ。

′

Cオ

ヽ
＝
Ｕ

３
回
繰
り
返
す

農
家
の
み
な
さ
ま

農
薬
使
用
済
み
空
容
器
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
日

・
回
収
場
所
等
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●   ●

●  ●

10月 より倍額 (本来の額)になります。

☆介護保険料は、所得に応じて5段階

☆年金が年額 18万円以上の方は年金から差し引かれます。 (特別徴収)
平成13年度 4月 6月 8月 10月 12月 2月 年 額

第 1段階 11400 11400 1,400 2,800 21800 2,800 121600

第 2段階 2,100 21100 21100 4,200 4,200 41200 18,900

第 3段階 2,800 21800 21800 5,600 5,600 5,600 25,200

第 4段階 31500 31500 31500 7,000 71000 71000 31,500

第 5段階 41200 4,200 41200 81400 81400 8,400 37,800

保険料の年額を6回に分けて、年金から差し引かれます。

計算式 :第 3段階の場合
● 9月 までの保険料 (特別対策による1/2軽減)

月額保険料 (2,800円 )× 1/2× 2カ 月分=2,800円
● 10月 以降の保険料 (特別対策がなく本来額)

月額保険料 (2,800円 )× 2カ 月分=5,600円

☆年金が年額 18万円未満の方は納付書で個別に納めます。 (普通徴収)

平成13年度 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 額

第 1段階 11100 11100 1,300 1,100 1,100 21300 21300 2,300 12,600

第 2段階 1,700 11700 11900 1,700 1,700 3,400 3,400 3,400 18,900

第 3段階 21200 21200 21400 2,300 21300 4,600 41600 41600 25,200

第 4段階 つ

こ
∩
）
∩
）
０
０

つ
乙

∩
）
∩
）
０
０ 31200 21800 2,800 5,700 5,700 51700 311500

第 5段階 31400 3,400 3,800 31400 31400
貪

υ
∩
）
∩
ｖ
（
Ｘ
） 61800 61800 371800

保険料の年額を8回 (国民健康保険税と同じ納期)に分けて納めます。
計算式 :第 3段階の場合 (普通徴収者については、納期が 8期のため下記の計算になります。)
● 9月 までの保険料 (特別対策による1/2軽減)

年額保険料 (25,200円 )÷ 1前半納期 (5)十後半納期 (3× 2)|≒ 21200円
● 10月 以降の保険料 (特別対策がなく本来額)

年額保険料 (25,200円 )÷ 1前半納期 (5)十後半納期 (3× 2)|× 2≒ 41600円

以上のようになりますが、ご不明な点などはどうぞお気軽におたずねください。

☆安全防除運動実施中☆

★農産物の安全

①安全使用基準は必ず守ろう。

②ラベルをよく読み薬剤の誤用事故を防ごう。

③無登録農薬は使わない。

④防除日誌の記帳で適正予防の確認。

★環境の安全

①使用済み容器はしっかり洗浄し、適正に処理。

②水田の水管理を徹底。

③クロピク使用には細心の注意を払う。

★農家の安全

①体調。装備は万全で臨む

②農家の保管管理を徹底する。

農薬は定められた使用方法以外

では使用しないでください。

■お問い合わせは

JA阿蘇 高森中央支所 TEL 2-0521

(11)

段   階 所 `日1モF 内 容 月額保険料

第 1段階 生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の方 1,700円

第 2段階 世帯全員が町民税非課税の方 21100円
第 3段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税の方 21800円

第 4段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 250万 円未満の方 う
０ 500円

第 5段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 250万 円以上の方 И

「 200円

■問い合わせ先 保健福祉課介護保険係 TEL 2-1111(内 線 123)

(8)

◎判



はいせつ

排泄のお世話④
亀
おむつを上手に
利用する

「老いておむつの世話になるのはいや」・・・そう思うのはだれもが同じです。しか

し、おむつの利用を過度に恐れたり、頭から拒んでしまったりするのは得策ではあり

ません。お年寄りがおむつを避けて行動や外出を自ら制限するよりは、おむつを上手

に使って生活の張りを保つようにするほうが健康的です。

● 「安心して外出できる」おむつの利点
失禁、尿もれをするようになると、外出がおっくうになり

閉じこもりがちになるお年寄りも少なくありません。失禁を

しない工夫 (MEMO欄 参照)を しても避けられない場合
は、お年寄りの気持ちに配慮しながらおむつの利用を勧めて

みましょう。

おむつの使用に抵抗感を持っている方もいます。おむつを

初めて使う場合には、①そのほうが安心して外出できる②失

禁しても、すぐにおむつを交換すれば衛生的など、おむつの

メリットをお年寄りに伝え、その必要性を理解してもらうよ

うにしましょう。

●こんなときには、おむつを利用
。まったく尿意を感じなくなったとき

。便器や尿器が使えないとき

。病気などで尿を膀洸にためることができないとき

●

●

●体の状態に応じて選ぶ

①少量の尿もれには,・・・・股の部分に吸水布がある「安心パ

ンツ」が便利。外見からも普通の

下着とほとんど変わらない。

吸水性のある「尿取リパット」を

バンツの中に入れてもよい。

②歩行できる場合には・・・「バンツ型おむつ」が便利。おむつ

に尿取リパットを重ねて使って

も、取り換えが簡単で便利。

③寝たきりの場合には・・・パンツ型や平板型などさまざまな

おむつがあるので、使いやすいタ

イプを選ぶ。紙おむつは、布おむ

つに比べて吸水性がよく手軽だ

が、使い捨てなのでゴミが増える

という問題もある。布製より高価

だが、行政の援助が受けられるこ

とがあるので、福祉事務所などに

相談するとよい。

安  心 パ  ン ツ

パッ ト式 組み入れ式

ここにパットを

入れて交換できる

ここが厚地になっていて

100mlく らい吸収できる

MEMO 「失禁 =お む つ」 のその 前 に

失禁するようになっても、おむつを使わずにすむ

場合もあります。おむつを利用する前に、次のよう

な工夫を試 してみましょう。

■時間を決めてトイレに行く

食事と排泄の時間を見計らって、こまめに トイレ

に行く習慣を。

■ポータブル トイレを使う

身近に トイレがあれば、失禁 しないですむことが

あります。

※なお、失禁 したお年寄りに対 しては、次のポイン

トを守りましょう。

①しからない ②非難しない ③ばかにしない

④罰を与えない ⑤いつも清潔にしておく

(9)



消防な て

熊本空港内にあります航空自衛隊高遊原分屯地に県防災航空センターがオープンし、防災ヘリコプ

ター「ひばり」が配備され、7月 24日 から実働を開始しました。

このヘリコプターは、救急患者の搬送・海や山での事故の救助・林野火災における空中消火・緊急

援助物資の輸送 。自然災害の状況把握等に出動 します。

運航時間は原則 として午前 8時 30分から午後 5時 15分までですが、「緊急運航」の場合は日の出か

ら日没までの間となっています。 (夜間の出動はありません)

白水の消防署までは約20分 (出動準備に15分)で到着し、緊

急時にはスペース (約 50m× 50m)があればどこでも離着陸
できます (駐車場か芝地が良い)。 航続距離は 830km(約 1時

間 30分位 )、 最高速度時速 280kmで定員 13名 となっています。

阿蘇消防から 1名 の隊員が搭乗 しています。

緊急時には付近の皆さまに騒音等でご迷惑をかけることと思い

ますがご協力をお願いいたします。また、離着陸の際には事故

防止のためヘリコプターに近づかないようにお願いいたします。

鷹E
U

●

軋高翻警1要署|百よ|11'り |||||||||||||ly
秋の全国交通安全運動が始まります

●

◆期 間
平成13年 9月 21日 (金 )
～ 9月 30日 (日 )ま での 10日 間

◆運動の重点目標
・高齢者の交通事故防止
・シートベルトとチャイルドシートの着用徹底

◆統一行事日

「一斉アピール日 9月 28日 (金 )」
“めざそう !シートベルト着用日本一" 高森警察署 TEL 2-0110

☆高齢者の交通事故防止

高齢者人口の増加に伴い、交通事故に占める高齢者の割合が高くなっています。

高齢者の交通事故の大きな特徴は、歩行中、しかも道路横断中に多発 していることです。

「まだ大丈夫だろう」「相手が気づいているだろう」 といった過信は禁物です。

横断は、できるだけ横断歩道を利用するとともに左右を十分確認 し、車の直前、直後の横断は

やめましょう。

☆シートベル トとチヤイル ドシートの着用の徹底

県下の交通事故死者の半数は、自動車乗車中となっています。このうち、約 7割の方は、シー

トベル トを着用されていませんでした。シー トベル トを着用していれば、大多数の方は助かった

と思われます。

また、昨年から法制化されたチャイル ドシートの着用については、今年 4月 の調査によると、

着用率が 70.8%と なっています。チャイル ドシー トの必要性と効果を認識 し、子どもの体格に

合った正 しい着用を心がけてください。

(10)

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  ■ 2-9034

県防災ヘリ実働開始

□
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